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(株)LIXIL 井須紀文

１．活動内容

1) マルチセラミックス膜新断熱材料の開発

賢材研メンバーである JFCC、積水化成品工業、ルネッサンスエナジーインベストメント、

長岡技術科学大、名古屋工業大、LIXIL（旧・INAX)が参画し、2007 年にスタートした NEDO
の省エネルギー技術開発プログラム・革新的部材産業創出プログラム「マルチセラミックス

膜新断熱材料の開発」が本年度で終了しました。試作品を用いたて本州およぼ北海道の 2 地

域で実証試験を行い、30～50%の省エネ効果を検証できました。次年度以降も製造技術と長

期耐久性評価を中心に研究開発を進めて行きます。

2) 防汚抗菌技術：放射光を用いた解析

LIXIL（旧・INAX）では 1992 年より銀系の抗菌剤を用いた衛生陶器やタイル（抗菌セラ

ミックス）を製品化／販売していますが、次世代型の抗菌表面技術の開発を目的として、放

射光を用いて抗菌メカニズム解析を実施しています。Photon Factory などとの共同研究で低

濃度かつ複雑系で解析が困難であった釉薬中の銀の存在状態の XAFS 測定を行っています。

さらに、抗菌メカニズムの測定についてもいろいろとトライルしています。これらの研究結

果を基に、希少金属である銀に替わる抗菌技術の創出を目指しています。

3) 酸化チタンナノコンポジット

2011/11 月から JST の A-STEP の支援を頂き、弘前大学と共同で 1000℃高温下でも熱的

に安定なアナターゼ型酸化チタンナノコンポジットの研究開発を行いました。当初は特殊な

含フッ素シリコンオリゴマーを使用していましたが、合成条件の検討によって、より汎用性

の高いフッ素化合物を用いる事が可能な合成条件を新規に見出しました。安定化メカニズム

と応用について検討を続けています。
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